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山梨県甲府盆地は，周辺部に急峻な山々が位

置し，盆地周辺には扇状地が発達し，周辺山間地

への降雨・降雪は地下水となり盆地内に流入する。

盆地内の平地部では，水田や畑地が広がり，ナス

やモロコシなどの栽培が盛んである。 

農業地に隣接 する井戸水 の水質については，

農業の影響が指摘され１，２），山梨県の地下水中硝

酸態窒素については施肥との関連が報告されてい

る３， ４，５ ）。硝酸態窒素は，水道法や環境基準に基

準値 が設定され，濃 度 状 況が観 察されている。本

県の甲府盆地内の飲用に供せられる井戸において，

一部には依然として濃度が高く，水道水質基準値

に達する飲用井戸が散見される。しかし，小林ほか６）

が行った調査では，一部の井戸において濃度の減

少傾向が明らかに観察され，僅かながら水質改善

傾向も認められた。 

利用 可 能な地下 水 状況 を把 握するためには，

個々の井戸水質を把握することも重要であるが，深

度ごとの水質状況を把握する必要がある。我々は，

地表部での農地利用が行われている地域において，

利用可能な水質状況を把握するため，深度の異な

る地下水について定期的な採水を行い，時系列の

水質変化や深度の違いによる水質性状を観察した。

その概要について以下に示した。 

 

解析解析解析解析およびおよびおよびおよび調査方法調査方法調査方法調査方法    

    

１１１１．．．．調査地点調査地点調査地点調査地点のののの概要概要概要概要     

調査対象とした地点は図 1 の円内である。この

地域は甲府盆地のほぼ中央部，釜無川左岸に位

置する。採水は 2010 年 1 月より 12 月まで，毎月 1

回採水（7 月は未測定）した。半径約 30m 以内に位

置する 4 井戸について採水した。各井戸の深度は

A 井戸 5m，B 井戸 10m，C 井戸 20m，D 井戸 65m

の深度があり，浅井戸は家庭井戸用の小型ポンプ

において揚水され，深度が 65m の井戸は自噴井で

ある。 

 

２．採水・測定方法 

採水は 500ml ポリエチレン容器に採水した。直

甲府盆地地下水の深度の違いによる水質性状 
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図１ 調査対象地点の概要 
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ちに試験室に搬入し，ｐH と電気伝導度を測定した。

水試料中の陰・陽イオンは，島津製作所（株）製 イ

オンクロマトグラフ-HIC20A を用い測定した。測定

項目は，陰イオンでは塩化物イオン（Cl），硝酸態窒

素（以下 NO3 濃度を示した），硫酸イオン（SO4）を，

陽イオンでは，ナトリウムイオン（Na），カリウムイオン

（K），カルシウムイオン（Ca），マグネシウムイオン

（Mg）を測定した。 

 

結結結結    果果果果    

    

１１１１．．．．水質変化状況水質変化状況水質変化状況水質変化状況のののの特徴特徴特徴特徴    

ｐH 及び電気伝度の変化状況を図 2a，2b に示

した。ｐH は深度の深かった D 井戸において pH7.0

を超えたが，他の井戸はｐH6.7 前後を推移していた。

D 井戸の増減状況は，5 月ごろに pH がやや増加す

る時期があり，一端下がり 9 月ごろに再び増加して

いた。 

電気伝導度の変化状況では，いずれの井戸に

おいてもほぼ同様な変化傾向が観察された。電気

伝導度は C 井戸がやや高く 23mS/m 程度で推移し，

A,B 井戸は 20mS/m 程度の同様な値であった。D 井

戸は最も値が低く 17mS/m 程度を推移していた。 

陽イオンの時系列水質状況を図 3 に示した。 

1 価イオンの Na や K の濃度変化は A,B,C,D 井

戸共に小さく，年間を通じて同様な濃度推移であっ

た。2 価イオンのうち Ca は 1 価の Na や K より濃度

が高く，濃度変化が観察された。2 価の Mg は 3 ㎎

/L 前後を推移していたが，C 井戸において弱い濃

度 増 加 傾 向 が観 察 された。1 月 の調 査 開 始 時 は

3.9 ㎎/L 程度であったが 12 月には 4.8 ㎎/L まで増

加していた。他の井戸はおおむね 3.1～3.5 ㎎/L 程

度の濃度であった。Ca は大きな濃度変化が観察さ

れた。4 月ごろから濃度の増加が観察されて徐々に

増え，6 月付近で最大となりその後低下した。9 月に

一旦 1 月の濃度レベルまで下がったがその後弱い

増加傾向が観察されている。濃度は他の元素と比

較して高く，20～30 ㎎/L 程度である。 

陰イオンの時系列水質状況を図 4 に示した。 

Cl では C 井戸において特徴的な濃度変化が観

察された。A,B 井戸は 9 月の採水時に他の月に比

較し濃度が増加したが，C 井戸は 2 月から濃度の減

少が観察され，6 月調査時に最低濃度となった，そ

の後濃度が増え 9 月以降は 2 月と同様な濃度推移

 

図 2ａ ｐＨの推移 

 

図 2ｂ 電気伝導度の推移 

 

図 3 陽イオン濃度推移  （単位：㎎/Ｌ） 
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を示した。A,B 井戸の変動幅は 2 ㎎/L 程度の変化

に対し，C 井戸は約 4mg/L の濃度変動幅が観察さ

れた。D 井戸は濃度変動幅が小さく，9 ㎎/L 程度の

濃度で推移していた。 

NO3 では，A,B,C 井戸において 8 ㎎/L 程度で

推移し，5 月 6 月付近でやや増え，一旦下がり，12

月ごろに全月に比較しやや増加した。変動幅は 2

㎎/L 程度と小さかった。 

SO4 では，Cl や NO3 とは異なる濃度変化状況が

観察された。A，B，C の各井戸において,2 月ごろか

ら徐々に増加し，6 月ごろに最大となり，その後濃度

の低下が観察された。9 月以降は 1 月の調査開始

時期と同程度の濃度となった。D 井戸では，ほぼ同

様な濃度推移となり，他の井戸とは異なり濃度は安

定していた。 

 

２２２２．．．．深度別水質状況深度別水質状況深度別水質状況深度別水質状況のののの特徴特徴特徴特徴    

各元素の濃度状況を基に水質変化状況を比較

すると，D 井戸は他の A，B，C 井戸とは異なる濃度

状況と濃度推移が観察された。D 井戸はいずれの

元素の濃度も低くかつ安定した濃度推移が観察さ

れた。一方で，深度 20m の C 井戸は A,B 井戸より

濃度の高い元素が観察され，また濃度推移状況は

A,B 井戸とは異なる変化状況が観察された。特に

Cl は C 井戸と A，B 井戸では濃度変化状況が大き

く異なった。 

 

考考考考    察察察察    

    

先の調査結果を基に推定される本調査対象地

域の地下水水質形成概要を図 5 に示した。 

調査対象とした井戸のうち，D 井戸については

他の 3 井戸とは異なる濃度や濃度変化が観察され

た。この地域の不透水層に関しては，25m から 30m

付近に不透水層の存在が報告７）されている。A,B,C

井戸と D 井戸の水質性状や濃度変化状況が大きく

異なる原因は不透水層によると考えられる。A，B，C

井戸は不透水層の上部に位置している。このうち C

井戸では Cl や Ca，Mg などが A,B 井戸のそれぞれ

の濃度より高いことから，表層部で流入した様々な

元素がこの付近に滞留している可能性がある。 

濃度変動幅の大きかった元素は，Ca と SO4 であ

った。また，C 井戸の Mg は僅かながら濃度の増加

傾向が観察された。この要因としては，施肥の影響

を考えている。例えば，農作物施肥指導基準８）およ

び山梨県市町村別農林累年統計 ９），山梨県農業

年鑑１０）などによれば，Ca や Mg は施肥として散布さ

れ，散布量は硝酸系肥料より多く，単位面積当たり

の負荷量は，硝酸系肥料の 5～6 倍量程度とされる。

また，NO3 と濃度変動の関連性は観察されなかった

が，季節的な増加は，4 月～6 月期に観察され，そ

の後やや減少に転じていることから農業生産活動と

 

図 4 陰イオン濃度推移   （㎎/Ｌ） 

 

 

図 5 推定された地下水水質形成概要 
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の関連性が考えられる。 

調査対象地域は釜無川に近く，河川運搬堆積

物に富んでいる。透水性が高く表層の影響は不透

水層付近にまで Ca や Mg の影響が及んでいる可能

性がある。その一方で，不透水層を境として影響の

少ない地下水の存在が推定され，深度の違いによ

る水質調査から，影響の有無の確認と良質な地下

水の存在を確認することができそうである。 

今後水質形成のさまざまな要因を考慮し，地下

水の水質形成について詳細な検討を実施したいと

考えている。 
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